
　令和元年８月26日（月）福島県庁において、

県農業会議より内堀県知事に対し、「令和２年

度農業施策に関する意見書」を提出しました。

　当農業委員会より草野会長が同行しました。
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いわき市農業委員会だより 第183号（2）2019年（令和元年）10月1日

　令
和
元
年
10
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
消

費
税
改
正
に
関
す
る
研
修
会
を
実
施
し
ま
し

た
。　10

月
1
日
施
行
の
消
費
税
法
改
正
に
お
い

て
は
、
大
き
く
次
の
２
つ
が
ポ
イ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。

　
①
税
率
の
引
き
上
げ
（
10
％
）
及
び

　
　
軽
減
税
率
の
導
入

　
②
仕
入
税
額
控
除
の
見
直
し

　①
税
率
の
引
き
上
げ
（
10
％
）
及
び
軽
減

税
率
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
自
分
の
取
扱
う

農
産
物
等
が
軽
減
税
率
の
対
象
か
ど
う
か
知

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
軽
減
税
率
の
対
象
は
、

「
飲
食
料
品
（
酒
類
及
び
外
食
を
除
く
）
」

と
「
定
期
購
読
契
約
が
締
結
さ
れ
た
週
２
回

以
上
発
行
さ
れ
る
新
聞
」
で
す
。
対
象
品
目

の
例
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　②
仕
入
税
額
控
除
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

10
月
以
降
は
「
8
％
と
10
％
の
区
分
記
載
請

求
書
」
の
作
成
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

令
和
３
年
10
月
に
は
イ
ン
ボ
イ
ス
方
式
へ
の

移
行
（
令
和
5
年
10
月
1
日
か
ら
）
に
備
え

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
令
和
元
年
10
月
〜
令
和
５
年
９
月

　区
分
記
載
請
求
書
等
保
存
方
式

　
令
和
５
年
10
月
以
降

　適
格
請
求
書
等
保
存
方
式（
イ
ン
ボ
イ
ス
）

　詳
し
く
は
、
農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
、
農
業
者
向
け
の
資
料
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　まず、免税事業者の方も含めて、自分の取扱う農産物等が軽減税率の対象かどうか知

ることが重要です。軽減税率の対象は、「飲食料品（酒類及び外食を除く）」と「定期購読

契約が締結された週2回以上発行される新聞」です。

・米　・酒米　・野菜　・果物

・花（食用）　・製菓材料の種子

・食肉

・農家レストランの弁当の「持ち帰り販売」

・送料（農産物価格に含まれている場合）

・包装代（農産物価格に含まれている場合）

・いちご狩りで採ったいちごを土産用に販売

・飼料用米　・種もみ　・日本酒

・花（観賞用）　・栽培用の種子　・苗木

・肉用牛などの生きた家畜

・農家レストラン内での飲食（外食）

・ケータリング（相手方が指定した場所に

　おいて行う役務を伴う飲食料品の提供）

・送料（農産物と別に請求する場合）

・包装代（農産物と別に請求する場合）

・いちご狩りの入園料　・販売等手数料

日
時
：
令
和
元
年
７
月
17
日（
水
）

　
　
　
令
和
元
年
７
月
25
日（
木
）

講
師
：
税
理
士
　
木
幡
仁
一
氏（
農
業
委
員
）

消
費
税
改
正
に
関
す
る

　
　
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た

消
費
税
改
正
に
関
す
る

　
　
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た

軽減税率（８％適用）の対象品目（例）

軽減税率（８％適用） 標準税率（10％適用）

【農林水産省HPより】



いわき市農業委員会だより（3）第183号 2019年（令和元年）10月1日

安島　美光さん（64歳）

　
今
月
の
表
紙
は
、
渡
辺
町
の
観
音
堂
境
内

に
そ
び
え
る
2
本
の
巨
木
、
「
天
然
記
念
物 

中
釜
戸
の
シ
ダ
レ
モ
ミ
ジ
」
で
す
。

　
こ
の
シ
ダ
レ
モ
ミ
ジ
は
イ
ロ
ハ
カ
エ
デ
が

突
然
変
異
し
た
も
の
で
、
2
本
と
も
に
樹
幹

が
ね
じ
れ
曲
が
っ
て
お
り
、
各
所
に
コ
ブ
を

つ
く
り
、
樹
冠
は
傘
状
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
傘
の
広
が
り
は
東
西
約
１０
ｍ
、
南
北
約
２

ｍ
ほ
ど
で
、
樹
高
６.
８
ｍ
、
根
回
り
２.
７
５

ｍ
、
胸
高
直
径
１.
１
ｍ
で
す
。
野
生
の
も
の

か
、
お
堂
の
脇
に
植
栽
さ
れ
た
も
の
か
は
明

ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
然
に
創
ら
れ

た
捻
転
の
様
子
が
植
物
生
態
学
的
、
遺
伝
学

的
に
貴
重
と
さ
れ
、
稀
少
な
樹
木
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
昭
和
１２
年
に
国
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
上
部
か
ら
徐
々
に
、
オ
レ
ン
ジ
か
ら
赤
の

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
描
き
な
が
ら
染
ま
り
、

色
の
変
化
も
楽
し
め
る
こ
の
時
期
に
合
わ
せ
、

渡
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
で
は
、
「
わ

た
な
べ
・
や
ま
な
み
ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
町
内
の
名
所
や
神
社
仏
閣
の
歴

史
に
触
れ
、
俳
句
を
詠
む
な
ど
し
て
、
深
ま

る
秋
を
楽
し
み
な
が
ら
散
策
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

（
撮
影
・
執
筆
　
遠
藤
重
和
　
委
員
）

　
今
回
は
、
「
ど
う
せ
作
る
な
ら

一
番
お
い
し
い
物
を
作
り
た
い
」

と
水
稲
の
有
機
栽
培
を
し
て
い
る
、

山
田
町
の
安
島
美
光
さ
ん
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
　

　
安
島
さ
ん
は
、
元
々
は
兼
業
農

家
で
し
た
。
専
業
農
家
と
し
て
や

り
た
い
と
の
思
い
を
実
現
す
る
た

め
に
56
歳
で
会
社
を
辞
め
、
平
成

24
年
か
ら
専
業
農
家
の
道
を
歩
み

始
め
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　　
有
機
栽
培
に
つ
い
て
は
若
い
頃

か
ら
独
学
で
研
究
を
し
て
お
り
、

ま
だ
兼
業
農
家
だ
っ
た
平
成
22
年

に
福
島
県
か
ら
「
有
機
農
産
物
の

生
産
工
程
管
理
者
」
と
認
証
さ
れ

ま
し
た
。

　
専
業
農
家
に
な
っ
た
最
初
の
年

は
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
有
機
栽
培
で

始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
徐
々
に

耕
作
面
積
を
増
や
し
、
現
在
で
は

16
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
経
営
面
積
の
内

４
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
有
機
栽
培
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
に
は
、
出
品
数
・
規

模
と
も
に
国
内
外
最
大
の
コ
ン

ク
ー
ル
で
あ
る
「
第
18
回
米
・
食

味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大

会
」
で
、
金
賞
に
次
ぐ
特
別
優
秀

賞
を
受
賞
。
輝
か
し
い
実
績
に
も

か
か
わ
ら
ず
「
ま
だ
金
賞
が
あ
る

か
ら
ね
」
と
謙
虚
に
語
る
美
光
さ

ん
。
「
金
賞
を
目
的
と
す
る
の
で

は
な
く
仕
事
の
励
み
と
し
て
目
指

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　
平
成
30
年
「
第
12
回
あ
な
た
が

選
ぶ
日
本
一
お
い
し
い
米
コ
ン
テ

ス
ト
i
n
庄
内
」
で
は
、
優
良
金

賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
3
月
に
は

J
G
A
P
認
証
を
取
得
す
る
な
ど
、

水
稲
の
有
機
栽
培
・
品
質
向
上
に

取
り
組
む
美
光
さ
ん
で
す
が
、
他

に
「
山
田
地
区
ほ
場
整
備
組

合
」
の
事
務
局
長
も
務
め
る
な
ど

精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
次

世
代
の
た
め
に
と
の
強
い
思
い
か

ら
で
す
。

　
真
摯
に
農
業
に
向
き
合
っ
て
き

た
美
光
さ
ん
に
こ
の
春
、
嬉
し
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
次
男
の
淳

司
さ
ん
（
36
歳
）
が
後
継
者
と
し

て
戻
っ
て
き
た
の
で
す
。

　
多
忙
な
日
々
が
少
し
は
緩
和
さ

れ
る
か
な
、
と
話
す
美
光
さ
ん
の

頬
が
緩
ん
で
い
ま
し
た
。

あ じ ま 　 よし み つ

今
号
の
表
紙
か
ら

今
号
の
表
紙
か
ら

代 表
山田町
林崎

あじま農園

がんばる農業者

あの人この人あの人この人あの人この人

（
撮
影
・
執
筆

　

　
　
蛭
田
元
起
　
編
集
委
員
長
）

おいしさを求めて　有機栽培米おいしさを求めて　有機栽培米

写真　淳司さん（左）、美光さん（右）

あじま農園看板



いわき市農業委員会だより 第183号（4）2019年（令和元年）10月1日

　
８
月
21
日（
水
）、
小
雨
が
ち
ら
つ
く
あ
い
に
く
の
空
模

様
の
中
、
今
年
度
最
初
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
月
間
に
お

け
る
現
地
調
査
を
小
川
・
四
倉
・
久
之
浜
・
大
久
地
区
で
実

施
し
、
農
業
委
員
の
松
本
英
人
委
員
・
岡
田
光
男
委
員
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
愛
川
卓
司
委
員
・
佐
藤
智
春
委

員
の
４
名
が
、
地
区
内
の
農
地
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
８
月
28
日（
水
）に
は
、
農
業
委
員
の
箱
﨑
寿
正

委
員
・
新
妻
信
夫
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
木

村
茂
委
員
・
菅
野
泰
一
委
員
が
平
地
区
で
現
地
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
農
地
の
適
正
利
用
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
現
地
調
査
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　 　
８
月
21
日（
水
）、
小
雨
が
ち
ら
つ
く
あ
い
に
く
の
空
模

様
の
中
、
今
年
度
最
初
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
月
間
に
お

け
る
現
地
調
査
を
小
川
・
四
倉
・
久
之
浜
・
大
久
地
区
で
実

施
し
、
農
業
委
員
の
松
本
英
人
委
員
・
岡
田
光
男
委
員
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
愛
川
卓
司
委
員
・
佐
藤
智
春
委

員
の
４
名
が
、
地
区
内
の
農
地
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
８
月
28
日（
水
）に
は
、
農
業
委
員
の
箱
﨑
寿
正

委
員
・
新
妻
信
夫
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
木

村
茂
委
員
・
菅
野
泰
一
委
員
が
平
地
区
で
現
地
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
農
地
の
適
正
利
用
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
現
地
調
査
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

　農
地
は
、
食
糧
生
産
の
重
要
な
資
源
で
す
。

　農
地
の
遊
休
化
（
耕
作
の
放
棄
）
は
、
農

地
利
用
集
積
に
支
障
を
き
た
す
だ
け
で
な
く
、

周
辺
へ
の
病
害
虫
発
生
を
助
長
し
、
有
害
鳥

獣
の
隠
れ
場
所
に
な
る
な
ど
、
農
業
振
興
に

影
響
が
あ
る
ほ
か
、
ご
み
の
不
法
投
棄
、
火

災
発
生
の
原
因
と
な
る
な
ど
生
活
環
境
へ
の

悪
影
響
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
月
間
の
現
地
調
査

で
は
、
次
の
６
点
に
つ
い
て
、
農
業
委
員
と

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　①
新
規
就
農
者
及
び
法
人
の
営
農
状
況

　②
転
用
行
為
の
進
捗
状
況

　③
違
反
転
用
の
状
況

　④
営
農
型
太
陽
光
下
の
営
農
状
況

　⑤
荒
廃
農
地
の
非
農
地
判
断

　⑥
土
地
改
良
の
実
施
状
況

　今
年
度
は
、
市
内
を
６
回
に
分
け
て
10
月

ま
で
の
期
間
で
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　農
地
に
立
ち
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
月
間
の
期
間
は
、

現
地
調
査
時
に
広
報
車
で
広
報
用
音
源
を
流

す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
現
地
調

査
の
模
様
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

農地パトロール強化月間（８月～11月）実施中！農地パトロール強化月間（８月～11月）実施中！農地パトロール強化月間（８月～11月）実施中！

現
地
調
査

広
報
活
動



農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）

農地流動化情報農地流動化情報農地流動化情報 Vol.42
　農業委員会では、耕作を目的とする農地情
報の収集・提供を行っています。売買・貸借
等の意向がある方は、是非ご相談下さい。

No. 農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）No.売
り
た
い

貸
し
た
い

上に記載されている農地の詳細は、
右記へお問い合わせください。 お問合わせ 農地調査係 ☎（22）7574

いわき市農業委員会だより（5）第183号 2019年（令和元年）10月1日

　去
る
８
月
22

日（
木
）、
宮
城

県
仙
台
市
で
行

わ
れ
た
研
修
会

に
参
加
し
て
参

り
ま
し
た
。

　当
日
は
、
東

北
・
北
海
道
で

活
動
す
る
２
１

５
名
の
女
性
委

員
が
参
加
し
、
「
農
業
委
員
会
の
現

場
活
動
で
女
性
委
員
の
活
躍
推
進
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
講
師
の
方
々
の
貴

重
な
お
話
を
拝
聴
い
た
し
ま
し
た
。

　地
域
の
話
し
合
い
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
の
、
「
伝
わ
る
」
声
・
話
し

方
の
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

農
業
者
年
金

で
老
後
に
備

え
る
こ
と
の

必
要
性
に
つ

い
て
も
再
確

認
す
る
こ
と

が
で
き
た
有

意
義
な
研
修

で
し
た
。

執
筆

　木
田
テ
イ
子
農
業
委
員

撮
影

　蛭
田
壽
子
推
進
委
員

　去
る
８
月
27
日（
火
）、
福
島

市
の
杉
妻
会
館
に
お
い
て
、
第

60
回
県
農
業
賞
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
い
わ
き
市
か
ら
は
農
事
組

合
法
人
大
野
水
耕
生
産
組
合

（
大
和
田
正
幸
代
表
理
事
）
が

第
60
回
記
念
特
別
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

1

2

3

4

5

6

7

8

田

田

畑

田

田

田

田

畑

30.00 

18.62 

13.70 

22.84 

9.91 

9.91 

22.37 

8.33 

平赤井字四の町　　　(1筆)

平上平窪字上岡　　　(1筆)

平上平窪字上岡　　　(1筆)

平上高久字塩崎　　　(3筆)

平上高久字宮田　　　(1筆)

平上高久字若柳　　　(1筆)

平上高久字徳万坊　　(2筆)

平上山口字反返　　　(1筆)

1

2

3

4

5

6

7

8

田

田

田

田

田

田

田

田

20.06 

10.21 

7.95 

9.93 

24.72 

15.38 

10.06 

5.27 

平泉崎字夫料町　　　(2筆)

平泉崎字上百目木　　(1筆)

平泉崎字馬場　　　　(1筆)

平泉崎字集　　　　　(1筆)

平泉崎字岸前　　　　(3筆)

平泉崎字北川　　　　(4筆)

平泉崎字花町　　　　(1筆)

平泉崎字川端　　　　(1筆)

　市
耕
作
放
棄
地
対
策
協
議
会
（
会
長
：
草
野
庄
一
市
農

業
委
員
会
長
）
は
、
市
農
業
委
員
会
・
福
島
県
い
わ
き
農

林
事
務
所
・
市
農
林
水
産
部
・
福
島
さ
く
ら
農
業
協
同
組

合
・
福
島
県
農
業
共
済
組
合
・
福
島
県
土
地
改
良
事
業
団

体
連
合
会
・
市
認
定
農
業
者
協
議
会
を
構
成
員
と
し
て
、

遊
休
農
地
の
解
消
と
環
境
保
全
を
目
的
に
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。

　本
年
度
は
、
県
の
「
遊
休
農
地
等
保
全
対
策
支
援
事

業
」
を
採
択
し
、
取
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　市
に
は
、
1,
9
8
7
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
2
0
1
5
年
農
林

業
セ
ン
サ
ス
）
以
上
の
遊
休
農
地
が
あ
る
と
さ
れ
、
対
策

が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

　遊
休
農
地
の
発
生
は
、
農
業
生
産
効
率
を
低
下
さ
せ
る

ば
か
り
で
な
く
、
地
域
活
性
化
を
阻
害
す
る
要
因
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
発
生
防
止
と
再
生
利
用
は
農
業
振
興
を
図

る
上
で
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「遊
休
農
地
等
保
全
対
策
支
援
事
業
」
の
活
用
で
少
し
で

も
遊
休
農
地
の
解
消
を
図
れ
る
よ
う
事
業
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
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を
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用
は
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な
っ
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。
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取
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農

業

賞

表

彰

令和元年度

東北・北海道ブロック
農業委員会女性委員
研修会に出席



　農地を住宅、駐車場などの農地以外の用途に使用する際には、農業委員
会の許可（市街化区域は届出）が必要です。
　手続きをせずに転用すると農地法違反になり、工事の中止や原状回復が
必要になることがあります。3年以下の懲役または300万円以下の罰金が
科せられる場合もあります。
　転用をお考えの方は、まずはお近くの農業委員または、農業委員会事務
局へご相談ください。

農地の違反転用農地の違反転用

　今
年
は
全
国
的
に
６
月

７
月
と
梅
雨
寒
、
日
照
不

足
に
よ
る
農
作
物
の
生
育

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま

し
た
。

　ま
た
、
梅
雨
が
明
け
る

と
突
然
の
猛
暑
や
ゲ
リ
ラ

豪
雨
。

　異
常
気
象
と
言
わ
れ
る
気

象
が
目
に
見
え
て
増
加
し

て
い
る
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　地
球
温
暖
化
に
懐
疑
的

な
見
方
も
あ
り
ま
す
が
、

日
本
も
亜
熱
帯
気
候
に
な

り
つ
つ
あ
る
事
、
「
異
常

気
象
」
が
「
通
常
」
に
な

り
つ
つ
あ
る
事
を
考
え
ま

す
と
、
こ
れ
か
ら
の
農
業

も
気
候
条
件
に
あ
っ
た
対

策
を
し
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
の
か
な
、
と
思
い

ま
す
。

編 集 委 員

　農青連活動の一環である

バケツ稲を紹介します。

　今年は、市内15ヵ所で約

500個実施したそうです。

　その中の一つ平窪支部で

は、5月25日に下平窪東子

供会の親子50名で実施しま

した。

　最初に土づくりです。配

られたバケツに土を入れま

す。それから、水を入れな

がら土をこねていくのです

が、このあたりから、静か

だった子供達が大はしゃぎ、

泥だらけになりながら楽し

そうに作業していました。

　初めて苗に触った子供達

が多く、興味深々で苗を植

えていました。

　秋には、稲コンクールを実

施して順位を競うとか！！

　立派な稲に成長する事を

願うと共に、少しでも米作

りに興味を持ってもらえた

らいいなと思いました。

（
執
筆

　蛭
田
秀
史

　副
編
集
委
員
長
）

（撮影・執筆　鈴木　義直　委員）

いわき市農業委員会だより 第183号（6）2019年（令和元年）10月1日

トピックストピックス
《北部地

区》

　〔四倉
・小川・

三和・

川前・久之
浜・大久地

区〕

　今
回
、
北
部
地
区
か
ら
は
原
発
事

故
に
よ
り
利
用
自
粛
と
な
っ
て
い
た
、

三
和
町
に
あ
る
市
営
芝
山
牧
野
の
利

用
再
開
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

　芝
山
牧
野
は
急
傾
斜
地
、
石
礫
地

な
ど
の
た
め
、
通
常
の
耕
う
ん
に
よ

る
草
地
更
新
が
困
難
で
し
た
。
そ
の

た
め
、
傾
斜
草
地
除
染
実
証
モ
デ
ル

と
し
て
、
い
わ
き
市
、
い
わ
き
市
畜
産
団
体
連
絡
協
議

会
、
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
が
協
力
し
、

国
内
で
初
め
て
無
線
ト
ラ
ク
タ
に
よ
る
放
射
性
物
質
の

吸
収
抑
制
対
策
の
モ
デ
ル
実
証
や
工
法
の
検
討
を
行
い

ま
し
た
。
土
壌
改
良
剤
散
布
、
耕
う
ん
、
播
種
、
鎮
圧

の
工
程
を
経
て
、
平
成
28
年
よ
り
全
面
開
牧
し
て
い
ま

す
。　標

高
約
6
5
0
ｍ
の
芝
山
の
す
そ
野
に
拡
が
る
50
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
牧
野
で
の
ん
び
り
草
を
食
べ
る
牛
、

馬
を
見
る
と
、
し
ば
し
日
常
生
活
を
忘
れ
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
ま
す
の
で
、
お
勧
め
で
す
。

　ま
た
、
川
前
町
で
も
同
様
に
、
市
営
荻
牧
野
が
平
成

30
年
か
ら
全
面
開
牧
し
て
お
り
、
牛
が
の
び
の
び
と
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　
（
執
筆

　草
野
久
仁
昭

　委
員
）

編
集
後
記

編
集
後
記

蛭田元起委員長 蛭田秀史副委員長

遠藤重和 草野久仁昭鈴木義直

・
・

箱﨑寿正 和田正人・
・

知らずにやって
いませんか？STOP！STOP！
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